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１． 気候変動等に関する主な動向について
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東海（恵南）豪雨の概要

矢作ダム湖上流の沢ぬけ（旭町牛地） 洪水調節中の矢作ダム

矢作ダム湖を覆う流木（串原村大野）

・平成１２年９月（恵南豪雨）に発生した洪水では、矢作ダムに大量の土砂（２８０万m3）と大量の流木が流入した。
・ 平成１２年９月（恵南豪雨）に発生した洪水では、基準地点の岩津観測所（岡崎市西蔵前町）で戦後最大規模の洪水となり、
これにより豊田市御立地区で越水被害が発生した。

豊田御立地区越水箇所
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２． 河川整備計画とは
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●河川法のあゆみ

治 水

明治２９年 昭和３９年 平成９年

治 水 利 水

近代河川
制度の誕生

環 境

治水・利水の体系的な
制度の整備

・水系一貫の管理制度の導入
・利水関係規定の整備

治 水 利 水

治水・利水・環境の
総合的な河川制度の整備

・河川環境の整備と保全
・地域の意見を反映した河川

整備の計画制度の導入
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河川整備基本方針（河川法第１６条）

河川整備計画（河川法第１６条の２）

河川管理者は、その管理する河川について、計画高水流量その他当該河川の河川
工事及び河川の維持についての基本となるべき方針に関する事項を定めておかな
ければならない。

河川管理者は、河川整備基本方針に沿って計画的に河川の整備を実施すべき区間
について、当該河川の整備に関する計画を定めておかなければならない。

２０～３０年後の河川の整備目標と整備内容

●河川整備基本方針と河川整備計画の内容
河川整備基本方針は長期的な河川整備の方針。
河川整備計画は当面の河川整備目標と具体的な河川整備メニュー。

将来の河川像
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●河川整備に係る手続き

手 続

内容 ： 河川工事、河川の維持の内容

原 案

河川整備計画の案の作成

河川整備計画の決定

意 見

意 見

意 見

学 識 経 験 者

公聴会の開催等による
住民意見の反映

地方公共団体の長

内容 ： 基本方針、基本高水、計画高水流量 等

手 続
河川整備基本方針
の案の作成

社会資本整備審議会
（一級河川）

都道府県河川審議会
（二級河川）

（都道府県河川審議会がある場合）河川整備基本方針
の決定

意 見

河川整備基本方針

河川整備計画
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1. 矢作川水系河川整備基本方針

平成18年4月

国土交通省河川局
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３． 矢作川水系河川整備基本方針



河川整備基本方針（平成18年4月）

（１）基本高水、計画高水流量等

◆治水基準点：岩津

◆計画規模：1/150

◆計画降雨量：321mm/2日

◆基本高水のピーク流量：8,100m3/s（昭和34年9月型）

◆計画高水流量：6,400m3/s（昭和34年9月型）

◆洪水調節施設による調節量：1,700m3/s

（３）基本方針の概要

○ ■ ○ ○
高橋 岩津 木戸 米津

■：基準地点 上段：基本高水ピーク流量
○：主要地点 下段：計画高水ピーク流量

（単位：m3/s）

矢
作
古
川

三
河
湾

7,0007,200
8,100
6,400

200

巴
川

乙
川

5,500
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（２）主要な地点における計画高水位及び計画横断系に係る川幅

河川名 地点名
河口からの距離

（km）

計画高水位

（T.P.m）

川幅

（m）

矢作川 高橋 40.4 39.93 210

〃 岩津 29.2 26.69 310

〃 木戸 13.7 14.23 280

〃 米津 9.9 10.74 250

T.P.：東京湾中等潮位

（３）主要な地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量

◆基準地点：岩津

◆流水の正常な機能を維持するため必要な流量：概ね7m3/s



2. 河川整備計画（大臣管理区間）

平成21年7月30日

国土交通省
中部地方整備局
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４． 矢作川水系河川整備計画（大臣管理区間）



年度

整
備
計
画
の
策
定

整
備
計
画
（
原
案
）

H18

・
整
備
計
画
案

第
12
回
流
域
委
員
会

（
平
成
21
年
1
月
22
日
）

整
備
計
画
（
素
案
）

H20

第
13
回
流
域
委
員
会

（
整
備
計
画
策
定
報
告
）

平
成
21
年
7
月
24
日

矢
作
川
流
域
委
員
会

住
民
・行
政

河
川
整
備
計
画

・
整
備
計
画
素
案

第
10
回
流
域
委
員
会

（
平
成
20
年
10
月
14
日
）

河
川
整
備
基
本
方
針
の
策
定

（平
成
18
年
4
月
24
日
）

整
備
計
画
（
案
）

H19

関
係
省
庁
連
絡
調
整
・
協
議

県
知
事
の
意
見
聴
取

・
整
備
計
画
原
案

第
11
回
流
域
委
員
会

（
平
成
20
年
11
月
10
日
）

平
成
20
年
10
月

住
民
説
明
会

平
成
20
年
10
月

住
民
懇
談
会

平
成
20
年
10
月

行
政
連
絡
会

第
１
～
５
回

矢
作
川
の
環
境
を
考
え
る
懇
談
会

（
平
成
13
年
4
月
～
平
成
14
年
5
月
）

・
矢
作
川
の
現
状
と
課
題
整
理

第
１
～
８
回
流
域
委
員
会

平
成
19
年
9
月
）

（
平
成
15
年
6
月
～

第
１
～
３
回

矢
作
川
流
域
委
員
会
準
備
会
議

（
平
成
15
年
3
月
～
平
成
15
年
4
月
）

整
備
計
画
（
た
た
き
台
）

・
整
備
計
画
た
た
き
台

第
9
回
流
域
委
員
会

（
平
成
20
年
6
月
30
日
）

平
成
19
年
7
月

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

平
成
19
年
3
月

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

平
成
19
年
2
月

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

平
成
20
年
12
月

公
聴
会意

見
聴
取

平
成
20
年
11
～
12
月

縦
覧
・

平
成
20
年
7
月

行
政
連
絡
会

平
成
20
年
7
月

住
民
懇
談
会

H21

矢作川水系河川整備計画策定までの流れ
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矢作川水系河川整備計画について

●流域及び河川の現状と課題 ・・・・・・・・・
流域及び河川の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

河川整備の現状と課題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●河川整備計画の目標に関する事項・・・・・
整備計画の対象区間・対象期間 ・・・・・・・・・

河川整備計画の目標 ・・・・・・・・・・・・・・・・

●河川の整備の実施に関する事項・・・・・・・
河川工事の目的、種類及び施行の場所

並びに当該河川工事の施行により設置

される河川管理施設の機能の概要・・・・・・・・

河川の維持の目的、種類及び施行の場所

・・・・・・・・・・・

調和のとれた矢作川流域圏の実現に向けた
取り組み ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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矢作川水系河川整備計画の内容（治水）



【主な整備メニュー】
・河道掘削（低水路拡幅）
・樹木伐開
・横断工作物（橋梁）の改築
・古川分派施設の建設
・堤防強化（堤防整備、高水護岸、低水護岸、浸透対策、

築堤に伴う樋門・樋管の改築）
・河川防災ステーション等の整備
・広域防災ネットワークの構築
・矢作ダムの有効活用による洪水調節機能の確保（放流設

備増強）
矢作川水位縦断図

低水路拡幅範囲

◆矢作川河川掘削位置図

37.6ｋ

39.4ｋ

河道掘削

矢作古川

矢作川

乙川

巴川

明治用水頭首工旧堰堤の撤去のイメージ

撤去

36.8ｋ

37.4ｋ

右岸山地部開削

41.4ｋ

40.2ｋ
河道掘削

34.8ｋ

河床部掘削

鵜の首狭窄区間 右岸開削のイメージ

狭窄区間

旧堰堤付近 : 35.0Km

 
HWL:32.485

22.0
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36.0
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40.0
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標
高
(
T
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P
.
m
)

基本方針河道

整備計画河道

現況河道

堆積土砂掘削

明治用水頭首工敷高を
参考に設定

既定計画河床高により設定

鵜の首 : 37.0Km

HWL:36.225

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

-50 0 50 100 150 200 250
距離(m)

標
高
(
T
.
P
.
m
)

整備計画河道

現況河道

山間部開削

17.8ｋ

21.４ｋ

河道掘削
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矢作川水系河川整備計画の内容（治水）

鵜の首橋の改築

6.4ｋ

6.8ｋ
河道掘削

9.8ｋ
9.0ｋ

河道掘削

11.0ｋ

16.4ｋ

河道掘削



緩流環境の復元
（整備後のイメージ）

ワンドの形成

砂州の再生
（整備後のイメージ）

大
門
地
区
整
備
前

大
門
地
区
整
備
後

凡 例

大臣管理区間

自然再生予定箇所

利用推進整備予定箇所

整備実施箇所

矢作川水系河川整備計画の内容（環境整備イメージ）
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◆矢作川河川環境、保全位置図



掘削

掘削20.0k

【主な整備メニュー】
・河道掘削（低水路拡幅）
・樹木伐開
・堤防整備
・浸透対策
・低水護岸整備
・砂州の再生
・河川空間整備

◆乙川合流点付近

護岸基礎

従来の護岸
▼ＷＬ

根継ぎ護岸

従来の河床

低水護岸根継ぎ

▽ ＨＷＬ

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

-100 0 100 200 300 400 500 600

距離(m)

標
高
(
T
.
P
.
m
)

低水路拡幅

現況河道

基本方針

平水位

掘削 掘削拡幅

樹木伐採
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矢作川水系河川整備計画の内容（乙川合流点付近）



【主な整備メニュー】
・河道掘削（低水路拡幅）
・樹木伐開
・堤防整備
・浸透対策
・低水護岸整備
・河川空間整備

護岸基礎

従来の護岸
▼ＷＬ

根継ぎ護岸

従来の河床

低水護岸根継ぎ

38.4k

高水敷整正

◆豊田区間下流部

31

矢作川水系河川整備計画の内容（豊田区間下流部）



・平水位以上を掘削し、アユの産卵床となる瀬を保全
・公園利用に支障がないように掘削し河積を確保

流下阻害となる高水敷・河道内の樹木伐開 暫定堤防については、腹付け、嵩上げを行う

河床幅をできるだけ確保し、掘削形状に変化をつける 水衝部の深み（淵）をそのまま残す

①水位低下

○河道掘削・樹木伐開

○矢作古川分派施設の建設

矢作古川分派地点

矢作川

河道掘削・樹木伐開のイメージ図

２）河川改修事業に関する内容
②堤防強化

○洪水の通常の作用に対する安全性の強化

【築堤・高水護岸整備による堤防強化のイメージ】

築堤

護岸

▼ HWL

【浸透対策による堤防強化のイメージ】

▼ HWL

堤脚水路

ドレーン工

整備後の浸潤線

整備前の浸潤線

遮水構造

【低水護岸整備による堤防強化】 【堤防リフレッシュ事業】

矢作川水系河川整備計画の内容（治水対策イメージ）
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①河川環境の整備と保全

【干潟の再生のイメージ】

【ヨシ原のイメージ】

平均潮位
PHWL

15

10

5

0

-5 -5

0

5

10

15その他の草本類

ヨシ・オギ

その他の草本類

PHWL

平均潮位

-5

0

5

10

15 15

10

5

0

-5

ヨシ・オギ

人工草地・シバ

その他の草本類

人工草地・シバ

ヨシ・オギ

【砂州の再生のイメージ】

○動植物の生息地、生育地の保全、再生

４）河川環境整備事業に関する内容

②人と河川との豊かなふれあいの増進

出典：緑の基本計画（H20.3）（豊田市）

都心の水と緑のネットワーク

白浜公園の利用状況
（豊田市）

矢作川水系河川整備計画の内容（環境整備イメージ）
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おわり

34



河川整備計画策定後のフォローアップ

矢作川水系河川整備計画策定

『矢作川水系河川整備計画』に基づく事業の再評価

国土交通省所管「事業評価監視委員会」にて実施(３年に１回)

学識者との連携

・意見を聴取する

行政間の連携

・県市町村の意見を聴
取する
・意見交換・情報共有

・流域圏住民・関係者の連携強化
・流域圏住民の啓発活動
・行政と住民が連携した調査・研究の充実
・河川を中心とした社会基盤形成及び地域の活性化

地域との連携

矢作川流域圏懇談会の設立

『矢作川流域圏』について人と森・川・海との関わりを含めた調和の取れた
矢作川流域圏実現に向けた行動計画の策定及び推進を図る。

〝流域は一つ、運命共同体〟
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矢作川に関係する県管理区間の河川整備計画の状況
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ご静聴ありがとうございました。

新 髙
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（１）流域の概要

矢作川

矢
作
古
川

乙川

三河湾

矢
作

川

巴
川

愛知県

岐阜県

長野県

衣　

浦　

湾

渥　美　湾知　多　湾
三　河　港

一色町

西尾市 幸田町

安城市

岡崎市

豊田市

瑞浪市 恵那市

設楽町

根羽村

平谷村

新城市

凡　例
　市街地
　水田
　畑・荒地
　山林
　水域

畑等

想
定
氾
濫
区
域

矢作川は、我が国屈指の製造業地域を中・下流域に抱え、治水・利水上重要な河川

・豊田市等における製造業の発展に伴い、
年々増加傾向 ・矢作川を水源とす

る養鰻専用水道の整
備により、一色町の
鰻の生産量は全国1
位

豊田市

岡崎市

安城市

碧南市

西尾市

・流域の約8割は山
林、中下流域の市街
地（3%）に人口・資
産が集中

岐阜県

・下流の西尾市、
安城市等において
農業が盛んに行わ
れている

愛知県の農業産出額の上位10位（平成18
年）

出典：生産農業所得統計

注. ：矢作川流域関連市

うなぎ生産量の全国上位5位（平成14年）
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月別平均降水量（H05～H14）
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・全国１位の工業出荷額を有する愛知県の半分を、当該流域の
大半である西三河地域が占め、全国シェアも年々拡大傾向

平均年間降水量

平野部 約1,400mm
山地部 約1,600mm～2,400mm
日本の平均 約1,700mm

市街地
3%

水田
9% 畑等

10%

山林
76%

水域
2%

現在（平成）

市街地面積の推移

・製造業等の発展に伴い、市街地が増加
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流域の土地利用と想定氾濫区域降水量

流域土地利用

・年間降水量の変化は、典型的な太平洋型

流域関連市町村人口の変遷 流域内の産業

出典：経済産業省 工業統計調査（平成21年）、
あいちの工業（平成21年）

工業出荷額の全国上位10位 西三河地域の工業出荷額と全国シェア

出典：経済産業省 工業統計調査（平成12年～21年）、
あいちの工業（平成21年～平成21年）

西三河地域（約17.3兆円）
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流域面積：1,830㎢
幹線流路延長：118km
流域内人口：約69万人
（流域関連市町村人口：約120万人）

想定氾濫区域面積：209 ㎢
想定氾濫区域人口：約36万人

平成10年頃

昭
和
20
年
代

昭
和
40
年
代

平
成
10
年
代

岡崎観測所

平谷観測所
ひらだに
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平成12年9月浸水区域

（２）主な洪水とこれまでの治水対策

河積不足による外水氾濫で幼
稚園が流失、小学校も被災し、
地域社会へ与えた被害は甚大
（愛知県旧旭町）

河積不足による外水氾濫で床
上浸水が発生（愛知県豊田市）

東海（恵南）豪雨県別被害状況

堤防整備が進んでいない地区では、
越水による浸水被害が発生

かのりがわ

鹿乗川の内水浸水
（愛知県岡崎市）

内水対策が遅れている地
区では広範囲にわたって浸
水被害が発生

・上流域では流木を伴う土砂災害、豊田市など人口、資産の集中する中流域では狭窄
部のせき上げによる越水被害、下流域では支川での内水氾濫による被害が発生

・豊田市街地では計画高水位を超過

矢作ダム湖を覆う流木、ダム下流には
くしはら

流木被害はなし（岐阜県旧串原）

濁流による河岸侵食（岐阜県旧上矢作町）

土石流により家屋が埋没（岐
阜県旧上矢作町）東海（恵南）豪雨浸水実績図

長野県

愛知県

岐阜県

上村川の増水により集落一体は床
上浸水（岐阜県旧上矢作町）

愛知県豊田市街地付近の浸水状況

・岩津地点上流域平均雨量は観測史上
最大の383mm/2日を記録

・岩津地点流量は観測史上最大の約
4,300m3/s（氾濫戻し等6,200m3/s）を
記録

合計 愛知県 岐阜県 長野県
全　　壊（棟） 26 6 20 0
半　　壊（棟） 23 14 9 0

床上浸水（棟） 790 714 16 60
床下浸水（棟） 1,962 1,827 38 97
浸水面積(ha) 1,798 1,772.6 10.1 15.2

被害額（百万円） 32,729 22,867 8,063 1,799

・上流域に集中した降雨

等雨量線図
富国橋の落橋により生活道

路が寸断（愛知県豊田市）
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H12.9東海（恵南）豪雨による被害状況

※洪水時の流域平均2日間雨量は、岩津上流域を対象とした。
また、洪水時の流量は岩津地点を対象とした（H12年は氾濫戻し等の流量）

主な洪水と治水対策
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●昭和7年：低気圧、前線により被災
・225mm/2日、被災家屋：2,252戸（愛知県）

◆昭和8年
・直轄河川に指定、本格的な改修工事着手
・岩津：計画高水流量：3,400m3/s

●昭和34年：伊勢湾台風により甚大な被害
・200mm/2日 約3,600m3/s
・被災家屋：23,444戸（愛知県）
・水害区域面積：994ha（愛知県）
●昭和36年：台風と前線により被災
・294mm/2日 約3,300m3/s
・被災家屋：1,232棟（愛知県）、288棟（岐阜県）
・水害区域面積：5,659ha（愛知県）、50ha（岐阜県）

◆昭和38年
・改修計画変更
・岩津：基本高水のピーク流量：4,700m3/s

：計画高水流量：3,900m3/s

◆昭和41年
・一級水系に指定
・工事実施基本計画策定（S38計画踏襲）
・矢作ダム建設工事に着手

●昭和44年：台風7号による洪水
・211mm/2日 約3,100m3/s
・被災家屋：628棟（愛知県）
・水害区域面積：2,738.1ha（愛知県）

◆昭和46年3月：矢作ダム完成

●昭和47年：台風6、7、9号及び梅雨前線による洪水
・167mm/2日 約2,600m3/s
・被災家屋：19,510棟（愛知県）、1,218棟（岐阜県）
・水害区域面積：2,687.9ha（愛知県）、316.4ha（岐阜県）

◆昭和49年
・工事実施基本計画改定
・岩津：基本高水のピーク流量：8,100m3/s

：計画高水流量：6,400m3/s

●平成12年：
H12東海（恵南）豪雨（秋雨前線及び台風14号）

・383mm/2日 約6,200m3/s（観測史上最大）
・被災家屋：2,561棟（愛知県）、83棟（岐阜県）、157棟（長野県）
・水害区域面積：1,772.6ha（愛知県）、10.1ha（岐阜県）、

15.2ha（長野県）

◆平成18年
・河川整備基本方針策定

●平成20年：H20.8末豪雨
・150mm/2日 約740m3/s
・被災家屋：2,739棟（愛知県）
・水害区域面積：547.2ha（愛知県）

◆平成21年
・河川整備計画策定



高水処理計画 計画高水流量

10.0k付近

両岸の堤防沿いの市街化の状況

名鉄西尾線

米津橋
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◆直轄管理区間の堤防は約86%が概成（完成・暫定）
◆計画高水位の引き上げは破堤時の被害増大を招き、沿川の市街化状況を勘
案すると避けるべき
◆既定計画の計画高水位に基づき多数の橋梁や樋管等の構造物が完成
◆堤内地での内水被害の助長は避けるべき

・木戸区間（8.8k～12.6k）
は比較的背後地盤高が高いこ
とから、低水護岸を設置した
上で幅10mの高水敷となって

いることから更なる河積の増
大は困難

・16.6k付近は背後地盤が低
く、高水敷幅30mを確保する

必要があり更なる河積の増大
は困難

◆河川改修における社会的影響、河川環境の改変等を考慮すると岩津におけ
る現在の河道によって処理可能な流量は6,400m3/s

●基準地点岩津における計画高水流量は従来計画と同様6,400m3/s

・両岸とも背後地の市街化が
進展しており、嵩上げ、引堤
は困難

◆矢作川の河川改修は従来計画の基本高水流量8,100m3/sを目標に実施

◆人口・資産の集中する沿川の豊田市、岡崎市、安城市等の市街地をはじめ
として、堤防高は概ね確保
◆橋梁、樋門など多くの構造物も完成
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（単位：m3/s）

河道計画

河川名 地点名
河口からの距離

（km）

計画高水位

（T.P.m）

川幅

（m）

矢作川 高橋 42.4 39.93 210

〃 岩津 31.2 26.69 310

〃 木戸 15.6 14.19 290

〃 米津 11.8 10.66 260

●現況の河道法線や縦断勾配を尊重し、流下能力が不足する区間については
河川環境等に配慮しながら必要な河積を確保
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（４）計画高水流量の設定



河川整備計画（平成21年7月）

（１）洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標

◆治水基準点：岩津

◆計画規模：平成12年9月洪水と同程度の規模の洪水を安全に流下させる

◆目標流量：6,200m3/s

◆河川整備流量：5,600m3/s

◆洪水調節施設による調節量：600m3/s

整備計画の概要
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（２）主要な地点における計画高水位及び計画横断系に係る川幅

河川名 地点名
河口からの距離

（km）

計画高水位

（T.P.m）

川幅

（m）

矢作川 高橋 40.4 39.93 210

〃 岩津 29.2 26.69 310

〃 木戸 13.7 14.23 280

〃 米津 9.9 10.74 250

T.P.：東京湾中等潮位

（３）河川水の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標

・ 水利用実態を考慮し、景観や動植物の生息・生育等、河川本来の水環境の保全
・再生に向け、既存施設の利活用を図るとともに、関係機関と調整・連携して水
利用の合理化を推進することにより、河川水の適正な利用に努め、流水の正常な
機能を維持するために必要な流量の一部を回復させる。

○ ■ ○ ○
高橋 岩津 木戸 米津

■：基準地点 上段：基本高水ピーク流量
○：主要地点 下段：計画高水ピーク流量

（単位：m3/s）
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（４）河川環境の整備と保全に関する目標

・ 白い砂州、樹林等による多様な動植物の生息・生育環境の保全・再生、水質の
改善、及び流域の人々に親しまれる川づくりを行うこととする。なお、矢作川の
自然環境及び矢作川らしさを代表する景観については、治水に配慮しつつ保全に
努める。

（５）総合的な土砂管理に関する目標

・ 土砂生産域、ダム領域、河川領域、海岸領域における流砂の連続性を確保し、
水系一貫とした土砂管理を行うこととする。また、総合土砂管理に際しては、「
森・川・海」といった一連の水・物質循環及び生物の生息・生育環境に配慮する。
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矢作川では、戦後最大洪水となった平成12年9月洪水（東海（恵南）豪雨）と同規模
の洪水が発生しても、安全に流下させることを目標とします。

目標流量と河道整備流量

河川名 地点名 目標流量
洪水調節

施設による
洪水調節量

河道整備流量

（河道の整備で対
応する流量）

備 考

矢作川 岩津 6,200m3/s 600m3/s 5,600m3/s 平成12年9月洪水対応

○
高
橋

■
岩
津

○
木
戸

○
米
津

(単位：m3/s)

巴
川

乙
川

矢
作
古
川

200

三
河
湾

4,100 5,600 6,200 6,000
凡例
■基準地点
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41.6k

整備計画流量図

１）河川改修事業に関する目標

矢作川水系河川整備計画の目標（治水）
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河川環境整備では、砂州が卓越する河川の中で、白い砂州、樹林、河口部のヨシ原、干
潟等による多様な動植物の生息・生育環境の保全・再生、水質の改善、及び流域の人々に
親しまれる川づくりを目標とします。

保全の対象及び再生の目標となる干潟・砂州・ヨシ原

【矢作川の環境】

コアジサシ
（準絶滅危惧）
■砂州の減少■

イカルチドリ
(準絶滅危惧）
■干潟の減少■

【減少した環境に依存する貴重種】 【親しまれる川づくり】

岡崎水辺の楽校
(アースワーク)

３）河川環境整備事業に関する目標

矢作川水系河川整備計画の目標（河川環境）
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